
的
に
は
教
規
変
更
を
目
指
す

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る

が
、
今
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
も
考

え
て
い
る
」
と
黒
田
若
雄
書

記
が
答
え
た
。

　
加
え
て
、「
機
構
改
定
は

も
と
も
と
財
政
問
題
か
ら
始

ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
、

特
に
、
各
個
教
会
、
伝
道
所

の
負
担
軽
減
、
ま
た
、
42
総

会
に
機
構
改
定
の
議
案
を
提

出
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を

常
議
員
会
は
受
け
止
め
る
べ

き
」と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
18
号
議
案
に
つ
い
て
、「
一

体
性
が
謳
わ
れ
る
中
で
、
多

様
性
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
念
が
出
て

く
る
危
険
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
う
問
い
に
対
し
、

「
そ
の
よ
う
な
声
が
あ
る
こ

と
を
意
識
し
、
多
様
性
が
生

か
さ
れ
る
た
め
の
一
体
性
を

確
認
す
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
る
」
と
藤
掛
議
員
が
答
え

た
。

　
ま
た
、「
こ
の
議
案
を
教

団
総
会
で
議
決
す
る
こ
と
の

意
味
が
良
く
分
か
ら
な
い
」、

「
両
議
案
は
、
教
憲
・
教
規

違
反
で
あ
る
未
受
洗
者
陪
餐

問
題
を
意
識
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
ろ
そ
ろ
結
論

を
出
す
べ
き
」、「
議
案
で
謳

わ
れ
て
い
る
一
体
性
と
多
様

性
が
並
列
で
な
く
序
列
化
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

そ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
こ

と
に
危
惧
を
覚
え
る
」、「
各

教
区
の
意
見
を
聞
く
の
も
重

要
」、
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
。

　
18
号
議
案
に
つ
い
て
継
続

審
議
と
す
る
動
議
が
あ
っ
た

が
否
決
さ
れ
、
17
号
、
18
号

議
案
そ
れ
ぞ
れ
原
案
が
可
決

さ
れ
た
。

（
小
林
信
人
報
）

　
三
役
提
案
で
あ
る
議
案
17

「
教
団
機
構
改
定
に
関
す
る

件
」
が
、
議
案
18
「
日
本
基

督
教
団
の
全
体
教
会
と
し
て

の
一
体
性
を
確
認
す
る
件
」

と
同
時
に
上
程
さ
れ
た
。

　
17
号
議
案
は
、
第
42
回
教

団
総
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ

た
議
案
第
40
号
の
内
容
に

沿
っ
て
、
機
構
改
定
の
方
向

性
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討

を
継
続
す
る
趣
旨
の
議
案
で

あ
り
、
特
に
、
①
「
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
お
け
る
日
本
伝

道
の
あ
り
方
を
検
討
し
つ

つ
、
教
団
信
仰
告
白
を
告
白

し
、
教
憲
・
教
規
に
則
っ
た

一
体
性
を
も
っ
て
、
全
体
教

会
と
し
て
の
教
団
の
形
成
を

目
指
す
こ
と
」
と
、
②
「
現

在
の
教
団
の
規
模
や
財
政
力

を
踏
ま
え
、
教
団
総
会
議
員

数
、
常
議
員
数
、
各
委
員
会

の
委
員
数
お
よ
び
活
動
内
容

等
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
」

に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
提
案
す
る
議
案

で
あ
る
。

　
議
案
18
号
に
つ
い
て
は
、

同
議
案
を
教
団
総
会
に
提
案

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
議

案
で
あ
る
こ
と
が
、
提
案
者

で
あ
る
藤
掛
順
一
議
員
か
ら

説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、「
日

本
基
督
教
団
の
一
体
性
は
、

す
で
に
教
憲
・
教
規
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を

確
認
し
、
各
教
会
、
伝
道
所

の
多
様
性
が
教
団
の
豊
か
さ

と
し
て
生
か
さ
れ
る
た
め
に

も
、
全
体
教
会
の
一
体
性
を

確
立
し
、
確
認
す
る
こ
と
を

求
め
る
議
案
で
あ
る
」
と
の

提
案
理
由
が
説
明
さ
れ
た
。

　
17
号
議
案
に
つ
い
て
、「
教

規
変
更
で
あ
る
教
団
総
会
議

員
数
等
の
削
減
に
つ
い
て
議

決
す
る
こ
と
は
、
困
難
が
予

想
さ
れ
る
と
議
案
の
中
で
言

わ
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に

は
そ
れ
を
目
指
す
の
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、「
最
終

常議員会常議員会第42総会期第　 　回９

能
登
半
島
地
震
、被
災
状
況
を
共
有

　
第
9
回
常
議
員
会
が
2
月

5
～
6
日
、常
議
員
30
名（
内

オ
ン
ラ
イ
ン
4
名
）
が
出
席

し
、
教
団
会
議
室
で
行
わ
れ

た
。
冒
頭
、
雲
然
俊
美
議
長

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
出
席
を
、

事
情
に
配
慮
し
て
認
め
る
こ

と
を
提
案
、
賛
成
多
数
で
承

認
し
た
。

　
12
月
4
日
に
行
わ
れ
た
、

第
1
回
常
任
常
議
員
会
報
告

で
は
、黒
田
若
雄
書
記
は「
教

団
出
版
局
将
来
検
討
に
関
す

る
件
」、「
教
団
機
構
改
定
に

関
す
る
件
」
等
を
扱
っ
た
こ

と
を
報
告
。
質
疑
応
答
の
中

で
、
常
議
員
会
で
の
報
告
前

に
、教
団
新
報
（
5
0
1
1
・

1
2
合
併
号
）
に
常
任
常
議

員
会
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た

こ
と
に
対
す
る
疑
義
が
出
さ

れ
た
。
特
に
、「
雲
然
議
長

が
、
教
規
変
更
を
伴
う
改
定

は
難
し
い
と
の
見
解
を
示
し

た
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
教
団
の
方
向
性

を
規
定
す
る
も
の
と
受
け
止

め
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い

と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。

　
開
か
れ
た
会
議
だ
っ
た
こ

と
や
、
速
報
性
を
重
ん
じ
る

べ
き
と
の
理
由
で
、
事
前
の

掲
載
は
問
題
な
い
と
す
る
意

見
が
あ
る
一
方
、
常
議
員
会

の
付
託
を
受
け
て
協
議
を
す

る
常
任
常
議
員
会
の
議
論
が

既
定
路
線
の
よ
う
に
受
け
取

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
問
題

視
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。
雲

然
議
長
は
、
発
言
の
意
図
に

つ
い
て
、「
現
段
階
で
は
極

め
て
難
し
い
と
の
認
識
を
述

べ
た
。
教
規
変
更
を
伴
う
改

定
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
総
幹
事
報
告
に
お
い
て
、

網
中
彰
子
総
幹
事
が
報
告
。

能
登
半
島
地
震
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
救
援
募
金
を
呼
び

　「
出
版
局
将
来
検
討
に
つ
い
て
」

協議会
　
一
日
目
の
議
事
終
了
後
に

「
出
版
局
将
来
検
討
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
協
議
会
が
開

か
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
、

議
案「
出
版
局
に
関
す
る
件
」

が
一
日
目
の
最
後
に
協
議
さ

れ
た
。
三
役
提
案
と
し
て
、

出
版
局
の
将
来
の
あ
り
方
に

つ
い
て
常
議
員
会
で
継
続
し

て
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と

と
し
、
第
1
回
常
任
常
議
員

会
に
お
い
て
確
認
し
た
課
題

と
検
討
事
項
が
報
告
さ
れ

た
。
議
場
か
ら
は
出
版
局
に

対
す
る
常
議
員
会
の
責
任
を

明
確
に
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
意
見
や
、
常
議
員
会
に
加

え
て
責
任
役
員
会
の
責
任
も

明
確
に
す
る
要
望
等
が
出
た

上
で
本
件
は
承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
会
で
は
、
初
め
に
前

総
会
期
で
将
来
検
討
委
員
を

務
め
た
久
世
そ
ら
ち
常
議
員

が
同
委
員
会
答
申
（
41
総
会

期
第
22
回
常
議
員
会
付
）
に

基
づ
き
出
版
局
の
売
上
げ
の

低
下
が
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教

書
店
の
経
営
を
圧
迫
し
地
域

の
教
会
や
キ
リ
ス
ト
者
の
信

仰
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
、
一
方
で
神
学
専

門
書
が
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
売
上
げ
も
見
込
め
る
こ

と
、
ま
た
組
織
上
の
問
題
と

し
て
あ
い
ま
い
な
責
任
の
所

在
・
範
囲
を
規
則
の
適
切
な

運
用
に
よ
っ
て
明
確
に
す
る

べ
き
こ
と
等
を
述
べ
た
。

　
次
に
藤
盛
勇
紀
副
議
長

が
、
答
申
に
対
す
る
出
版
局

側
か
ら
の
応
答
を
ま
と
め
た

「『
出
版
局
将
来
検
討
委
員
会

答
申
』
に
つ
い
て
」（
飯
塚

拓
也
・
第
41
総
会
期
常
任
理

事
会
書
記
名
、
23
年
1
月
18

日
付
）の
要
旨
を
説
明
し
た
。

ま
ず
「
教
団
に
と
っ
て
出
版

局
は
ど
ん
な
存
在
か
」
に
つ

多
様
性
が
生
か
さ
れ
る
た
め
の
一
体
性
を
確
認

機構改定

か
け
た
こ
と
、
中
部
教
区
が

教
会
の
支
援
に
注
力
す
る
一

方
で
、
人
道
支
援
に
つ
い
て

は
、
教
団
が
主
に
な
っ
て
実

施
す
る
と
し
、「
人
道
支
援

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
こ

と
等
を
報
告
し
た
。
ま
た
、

無
任
所
教
師
に
関
す
る
戒
規

適
用
申
請
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
受
け
て
、「
6
3
9
名

い
る
無
任
所
教
師
に
つ
い
て

対
応
を
考
え
る
時
期
に
来
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
状

況
に
つ
い
て
、
加
藤
幹
夫
中

部
教
区
議
長
が
報
告
し
た
。

「
教
区
が
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
教
師
と
家
族

の
心
身
を
守
る
こ
と
、
地
区

会
長
を
通
し
て
被
災
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
に
励
ん
で
い

る
。
輪
島
教
会
が
ほ
ぼ
全
壊

し
、
支
援
を
続
け
て
い
る
。

教
会
員
が
輪
島
を
離
れ
て
い

る
中
で
、
ど
う
再
建
し
て
い

く
か
が
課
題
」。
ま
た
、
中

部
教
区
の
「
現
地
委
員
会
」

の
委
員
で
も
あ
る
勇
文
人
常

議
員
が
被
災
地
を
訪
問
し
た

こ
と
を
報
告
。「
新
藤
豪
牧

師
が
避
難
所
で
生
活
し
つ

つ
、
輪
島
に
留
ま
る
教
会
員

を
牧
会
し
、
避
難
所
に
い
る

人
々
や
他
教
会
の
信
徒
た
ち

と
祈
り
を
捧
げ
な
が
ら
過
ご

し
て
い
る
。
教
会
と
し
て
の

礼
拝
を
、
ど
う
回
復
し
て
行

く
か
が
課
題
」。

　
伝
道
推
進
室
委
員
会
報
告

に
お
い
て
、齋
藤
篤
書
記
が
、

『
信
徒
の
友
』
誌
連
載
記
事

「
共
に
祈
る
た
め
に
」
を
終

了
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

理
由
と
し
て
、
教
団
と
し
て

一
つ
の
働
き
と
な
っ
て
い
な

い
こ
と
等
を
挙
げ
た
。「
他

の
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法
を
考

え
る
べ
き
」、「
教
団
の
信
徒

と
、
教
団
の
出
版
物
の
間
の

距
離
を
近
づ
け
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
」
等
の
反
対
意

見
が
あ
る
一
方
、「『
日
毎
の

糧
』
に
よ
り
祈
り
は
捧
げ
ら

れ
て
い
る
」
等
の
賛
成
意
見

が
あ
っ
た
。
雲
然
議
長
は
、

連
載
記
事
を
24
年
3
月
号
を

も
っ
て
終
了
す
る
議
案
を
起

こ
し
た
上
で
採
決
し
、
賛
成

17
（
内
オ
ン
ラ
イ
ン
1
）、

反
対
11
（
内
オ
ン
ラ
イ
ン

3
）
で
可
決
し
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

雪が降る中、対面で開催

い
て
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
に
触
れ
、
か
つ
て
は

出
版
局
の
利
益
が
教
団
財
政

を
下
支
え
し
て
き
た
事
情
が

あ
る
こ
と
か
ら
「
出
版
局
の

経
営
問
題
が
教
団
に
及
ぼ
す

影
響
」
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ

た
。
そ
の
上
で
出
版
局
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
常
議
員
会

と
出
版
局
理
事
会
と
の
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
や
、
信
仰

告
白
と
教
憲
教
規
に
基
づ
い

た
業
務
の
運
用
の
必
要
性
を

指
摘
し
た
。
さ
ら
に
全
教
団

的
な
祈
り
の
支
え
、
S
N
S

の
活
用
、
各
教
区
を
通
じ
た

出
版
物
購
入
の
呼
び
か
け
、

ま
た
運
営
安
定
と
職
員
へ
の

雇
用
責
任
を
果
た
す
た
め
の

資
金
確
保
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
雲
然
俊
美
議
長
が

出
版
局
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
私
見
を
述
べ
る
中
で
、「
教

団
の
文
書
伝
道
と
は
」
と
い

う
こ
と
を
常
議
員
会
で
議
論

を
重
ね
て
出
版
局
に
示
す
よ

う
に
し
、
例
え
ば
、「
信
徒

の
友
」
に
は
教
団
の
教
務
に

協
力
す
る
も
の
と
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
述
べ
た
。

（
米
山
恭
平
報
）
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「
農
村
伝
道
」に
関
す
る
協
議
会
を
開
催

▼︎
伝
道
委
員
会
▲︎

　
第
4
回
伝
道
委
員
会
が
2

月
8
日
、
教
団
会
議
室
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
主
な
協
議
事
項
は

以
下
の
通
り
。

一
．第
12
回
「
農
村
伝
道
」

に
関
す
る
協
議
会
の
件

　
会
場
を
ア
ジ
ア
学
院
（
栃

木
県
那
須
塩
原
市
）
と

す
る
こ
と
を
可
決
し
た
。

2
0
2
5
年
2
月
開
催
。

　
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て

は
荒
川
朋
子
校
長
の
助
言
を

も
ら
い
次
回
委
員
会
で
検
討

す
る
。

二
．開
拓
伝
道
援
助
金
運
用

及
び
会
堂
貸
出
金
申
請
に

関
す
る
件

⑴
2
0
2
4
年
度

　
申
請
は
1
件
。
新
潟
愛
泉

伝
道
所
よ
り
新
会
堂
建
築
の

た
め
に
2
0
0
万
円
が
申
請

さ
れ
た
。
書
類
審
査
と
協
議

　
今
総
会
期
の
教
師
養
成
制

度
検
討
委
員
会
は
、
総
会
後

に
任
命
さ
れ
た
菅
原
力
（
委

員
長
）、東
野
尚
志
（
書
記
）、

雲
然
俊
美
、
服
部
修
、
福
島

純
雄
（
教
師
委
員
会
）
の
委

員
に
加
え
、
小
宮
山
剛
、
小

林
克
哉
、
北
畠
友
武
の
3
教

師
に
協
力
委
員
を
委
嘱
し
、

第
4
回
委
員
会
（
6
月
5
日

開
催
）
以
降
は
、
8
名
の
委

員
会
と
し
て
活
動
し
て
き

た
。

　
前
総
会
期
に
可
決
さ
れ

た
「
教
団
信
仰
告
白
と
教
憲

に
基
づ
く
『
日
本
基
督
教
団

の
教
師
論
』」
に
続
く
「
教

規
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
『
教

師
論
』」
の
作
成
に
集
中
的

に
取
り
組
み
、
検
討
作
業
を

継
続
し
て
い
る
。
第
2
回
委

員
会
（
4
月
10
日
開
催
）
か

ら
第
9
回
委
員
会
（
12
月
28

日
開
催
）
ま
で
は
、
た
た
き

台
を
作
成
し
た
小
委
員
会
と

の
合
同
委
員
会
と
し
て
開
催

し
、
小
委
員
兼
務
の
菅
原
、

東
野
、
服
部
委
員
の
ほ
か
、

小
泉
健
、
七
條
真
明
の
2
教

師
も
加
え
た
10
名
の
委
員

で
、
検
討
討
議
を
重
ね
て
き

た
。

　
毎
回
、
読
み
合
わ
せ
を
し

な
が
ら
修
正
を
加
え
、
版
を

重
ね
て
文
章
を
整
え
て
い

る
。経
費
等
の
節
約
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
が
多

く
な
る
中
、
対
面
で
な
け
れ

ば
充
分
に
意
を
尽
く
せ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
、
3
回
に
1

回
の
割
合
で
教
団
会
議
室
に

集
ま
っ
た
。
第
10
回
（
1
月

15
日
対
面
開
催
）
と
第
11
回

（
1
月
23
日
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
）
は
、
合
同
で
は
な
く
、

本
委
員
会
の
み
の
開
催
と

し
、
全
体
の
構
成
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
総
合
的
な
検

討
を
進
め
た
。

　
教
規
の
記
載
に
基
づ
い

　
全
国
交
流
会
を
開
催

▼︎
牧
会
者
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
相
談
室
委
員
会
▲︎

　
第
3
回
目
の
、
牧
会
者
と

そ
の
家
族
の
た
め
の
相
談
室

委
員
会
は
、
日
本
基
督
教
団

会
議
室
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教

会
館
4
階
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、2
月
1
日
に
行
わ
れ
た
。

　
電
話
相
談
は
徐
々
に
増
え

始
め
て
お
り
、
深
刻
な
内
容

も
多
い
。牧
会
者
の
家
族
は
、

誰
に
も
相
談
出
来
な
い
苦
し

み
を
抱
え
て
い
る
場
合
が
多

く
、
そ
の
苦
し
み
を
受
け
止

め
る
貴
重
な
場
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
用
い
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。ま
た
、

メ
ー
ル
相
談
に
も
困
難
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
相

談
室
と
し
て
受
け
止
め
て
、

委
員
長
を
中
心
に
対
応
を
し

て
い
る
。

　
牧
会
者
と
そ
の
家
族
の
た

め
の
全
国
交
流
会
を
、
24
年

11
月
18
～
19
日
の
日
程
で
、

教
団
会
議
室
を
会
場
に
開
催

を
す
る
。講
師
に
蔡
香
氏（
牧

会
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
精
神
保

健
福
祉
士
、
O
M
F
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
宣
教
師
、

東
京
基
督
教
大
学
非
常
勤
講

師
）
を
お
招
き
し
、「
牧
会

者
な
ら
び
に
そ
の
家
族
の
精

神
的
な
ケ
ア
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
学
び
と
交
流

の
時
を
持
つ
。
各
教
区
に
案

内
を
す
る
の
で
、
覚
え
て
祈

り
、参
加
を
し
て
頂
き
た
い
。

牧会者とその家族のための相談電話

☎︎　03－6228－0016

毎週月曜日　10:00 ～ 16:00
（12:00 ～ 13:00は休憩）

相談用メール

past.uccj@gmail.com
受理したメールは1週間以内に、
ご回答致しますが、相談内容、相
談件数等によっては、時間を要す
る場合もありますので、ご了承く
ださい。

　『
教
師
論
』検
討
作
業
継
続

▼︎
教
師
養
成
制
度
検
討
委
員
会
▲︎

3 回に 1回は対面で

て
、「
第
4
章
　
教
会
お
よ

び
伝
道
所
（
教
会
担
任
教

師
）」、「
第
5
章
　
教
師
」、

「
第
8
章
　
戒
規
、
お
よ
び

戒
規
施
行
細
則
」
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
三
部
構
成
と
し
、

前
文
を
付
け
た
上
で
、
7
月

開
催
の
常
議
員
会
に
報
告
で

き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
な
お
、
教
師
委
員
会
か
ら

は
担
当
委
員
が
参
加
し
て
い

る
が
、
信
仰
職
制
委
員
会
、

教
師
検
定
委
員
会
と
の
情
報

交
換
と
懇
談
を
計
画
し
、
双

方
の
代
表
数
名
ず
つ
で
、
前

者
と
は
1
月
9
日
、
後
者
と

は
1
月
26
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
会
合
を
行
っ
た
。

　
次
回
第
12
回
委
員
会
は
、

2
月
29
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
の
予
定
。（東

野
尚
志
報
）

の
上
、
満
額
援
助
を
可
決
し

た
。
な
お
今
後
問
安
を
実
施

す
る
。
ま
た
同
伝
道
所
か
ら

の
貸
出
金
申
請
も
併
せ
て
可

決
し
た
。

⑵
2
0
2
3
年
度

　
申
請
の
5
教
会
・
伝
道
所

（
置
戸
教
会
・
千
葉
南
教
会
・

勝
沼
教
会
・
大
和
高
田
伝
道

所
・
広
島
船
越
教
会
）
へ
は

各
50
％
を
す
で
に
援
助
し
て

い
る
が
、
委
員
会
は
そ
の
年

の
申
請
件
数
に
よ
り
援
助
比

率
に
差
が
生
じ
る
こ
と
を
憂

慮
し
、
過
去
の
最
低
援
助
比

率
60
％
を
基
準
と
し
て
今
回

さ
ら
に
10
％
を
追
加
援
助
す

る
こ
と
を
可
決
し
た
。

三
．『「
こ
こ
ろ
の
友
」
に
よ

る
文
書
応
援
伝
道
規
定
』

見
直
し
の
件

　「
こ
こ
ろ
の
友
」
編
集
会

議
に
て
規
定
見
直
し
の
要
望

が
伝
道
委
員
会
に
出
さ
れ

た
。
ま
た
事
務
局
か
ら
は
、

応
援
教
会
に
対
し
て
応
援
受

入
れ
教
会
の
希
望
部
数
が
減

少
し
て
い
る
現
状
が
報
告
さ

れ
た
。

　
委
員
会
で
は
そ
れ
を
受
け

て
、
伝
道
の
主
体
は
あ
く
ま

で
も
教
会
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
つ
つ
、
関
連
施
設
へ
も

配
付
で
き
る
よ
う
文
言
の
見

直
し
を
行
っ
た
。

　
ま
た
現
在
は
こ
の
募
集
広

告
が
「
信
徒
の
友
」
の
み
の

掲
載
で
あ
る
た
め
、
今
後
は

教
団
新
報
へ
の
掲
載
や
出
版

局
か
ら
の
広
告
類
一
斉
発
送

に
も
入
れ
て
も
ら
い
周
知
し

て
い
く
よ
う
依
頼
す
る
こ
と

を
併
せ
て
可
決
し
た
。

（
山
口
紀
子
報
）

講
演
の
み
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
配
信
予
定
で
あ
る
。

　
ど
ん
な
試
練
の
時
に
も
、

福
音
の
喜
び
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
祝
福
を
受

け
る
こ
と
を
信
じ
つ
つ
、
こ

の
働
き
を
担
っ
て
い
き
た

い
。
本
委
員
会
の
働
き
を
覚

え
て
お
祈
り
頂
き
た
い
。

（
吉
澤
　
永
報
）

　
1
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
、
第
58
回
西
日
本
5
教
区
合
同

宣
教
研
究
協
議
会
が
蕃
山
町
教
会

で
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
2
0
2
0
年
以
来
、
4
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
協
議
会

は
、
東
中
国
教
区
、
西
中
国
教
区
、

九
州
教
区
の
宣
教
研
究
ま
た
は
教

師
部
の
委
員
会
の
代
表
者
、
教
団

か
ら
宣
教
研
究
所
委
員
会
委
員
長

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
廣
田
崇
示
東
中
国
教
区
教
師
部

委
員
長
に
よ
る
開
会
礼
拝
に
続

き
、
服
部
修
東
中
国
教
区
総
会
議

長
か
ら
発
題
が
な
さ
れ
た
。
テ
ー

マ
は
「
東
中
国
教
区
の
4
本
柱
」

と
題
し
、
第
72
回
東
中
国
教
区
定

期
教
区
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ

た
「
将
来
的
東
中
国
教
区
宣
教
に

関
す
る
件
」
の
骨
子
と
な
る
4
つ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
提
案
に

至
る
ま
で
の
経
緯
、
現
段
階
に
お

け
る
取
り
組
み
の
現
状
、
将
来
に

お
い
て
の
宣
教
活
動
の
展
望
が
語

ら
れ
た
。

　
宣
教
の
4
つ
の
骨
子
と
は
①
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
宣
教
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
チ
ー
ム
の
編
成
、
②

教
会
会
堂
、
敷
地
内
の
整
備
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
チ
ー
ム
の
編
成
、
③

宣
教
研
究
を
担
う
部
署
の
設
置
、

④
委
員
会
全
体
を
通
し
て
予
算
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
部
署
の
設
置
、
の

4
つ
で
あ
る
。
高
齢
化
、
過
疎
化

が
進
む
中
に
あ
る
、
ま
た
「
通
過

教
区
」
と
な
り
教
師
の
定
着
が
難

し
い
と
い
う
声
が
挙
が
る
東
中
国

教
区
各
教
会
を
支
え
て
い
く
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
が
繋
が
り
、

有
機
的
に
宣
教
活
動
し
て
い
く
可

能
性
を
見
出
す
も
の
と
し
て
総
会

に
て
提
案
さ
れ
た
。
現
在
①
、
②

が
活
動
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

今
後
③
、
④
を
始
動
さ
せ
て
い
く

方
針
で
あ
り
、
今
後
数
年
以
内
良

い
知
ら
せ
を
報
告
で
き
る
も
の
と

し
た
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
各
教
区
か
ら
の
宣
教
課
題

の
発
題
、活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
残
念
な
が
ら
参
加
の
叶
わ

な
か
っ
た
教
区
か
ら
も
文
書
に
お

い
て
活
動
報
告
あ
り
、
委
員
長
の

代
読
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
現
在
の
宣
教
活
動
に
つ
い
て
宣

教
研
究
所
委
員
会
の
寺
田
信
一
委

員
長
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
た
。
協

議
会
終
了
後
、
二
日
目
は
参
加
者

有
志
で
瀬
戸
内
市
に
あ
る
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
内
に
た
て
ら
れ
た
光

明
園
家
族
教
会
を
見
学
し
た
。

（
加
藤
　
隆
報
）

「
東
中
国
教
区
の
4
本
柱
」と
し
て
発
題

♦
西
日
本
５
教
区
合
同
宣
教
研
究
協
議
会
♦
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お
詫
び
・
訂
正

　
新
報
5
0
1
4
号
2
面
、

「
能
登
半
島
地
震
報
告
」
写

真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、「
釜
戸
」

を
「
釜
土
」
に
、
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち

が
主
に
行
な
っ

て
い
る
の
は
、

毎
週
2
回
の
お

弁
当
の
配
食

と
、
衣
料
品
や

歯
ブ
ラ
シ
や
タ

オ
ル
な
ど
の
生

活
用
品
、
毛
布

や
寝
袋
な
ど
の

配
布
で
す
。
そ

の
た
め
の
物
資

や
資
金
は
、
全

国
各
地
の
教
会
や
、
桜
本
教

会
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
お

支
え
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
大

勢
の
方
が
た
か
ら
の
寄
付
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
お
弁
当
は
、
日
曜
日
と
木

曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
お
配

り
し
て
い
ま
す
。
準
備
は
7

時
半
か
ら
。
毎
週
欠
か
さ
ず

参
加
し
て
い
る
の
は
6
、
7

名
で
、
他
教
会
な
ど
か
ら
、

定
期
的
に
来
て
く
れ
る
メ
ン

社
会
福
祉
施
設
か
ら
の
声 

❷

バ
ー
も
い
ま
す
。

　
路
上
生
活
者
を
め
ぐ
る
環

境
は
、
今
で
は
法
律
や
制
度

な
ど
の
社
会
状
況
も
変
わ
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
活
動
が

始
ま
っ
た
、
30
年
前
と
同
じ

よ
う
に
語
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
30
年
を
経

た
今
も
、
誠
に
残
念
な
こ
と

に
、
困
難
な
状
況
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
な
い
の
で

す
。

　
わ
た
し
が
赴
任
し
て
か
ら

の
2
年
10
か
月
に
限
っ
て

も
、
桜
本
教
会
で
毎
回
配
食

し
て
い
る
お
弁
当
の
数
は
、

お
よ
そ
30
食
か
ら
70
食
へ
と

倍
増
し
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
教
会
に
で
き
る
こ

と
は
、
本
当
に
微
力
で
、
無

社会委員会
援 助 団 体

佐
藤
謙
吉（
隠
退
教
師
）

　
24
年
2
月
3
日
逝
去
、
84

歳
。
秋
田
県
生
ま
れ
。
63
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
西
那
須
野
教
会
、
く

ま
の
伝
道
所
、
宮
古
教
会
を

牧
会
し
、
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
善
隣
館
に
務
め
、小
諸
、

横
手
、
本
荘
、
島
村
教
会
を

経
て
18
年
隠
退
。

　
遺
族
は
娘
・
生
地
あ
す
ひ

さ
ん
。

今
井
敬
隆（
隠
退
教
師
）

　
24
年
1
月
26
日
逝
去
、
83

歳
。
長
野
県
生
ま
れ
。
82
年

准
允
、
85
年
受
按
、
82
年
よ

り
美
祢
、
東
美
教
会
を
牧
会

し
、
15
年
隠
退
。

　
遺
族
は
妻
・
今
井
和
子
さ

ん
。

吉
武
　
誠（
隠
退
教
師
）

　
24
年
2
月
1
日
逝
去
、
96

歳
。
長
崎
県
生
ま
れ
。
55
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
東
郷
、
久
留
米
櫛
原

教
会
を
牧
会
し
、99
年
隠
退
。

　
遺
族
は
息
・
吉
武
二
郎
さ

ん
。

手
束
正
昭（
高
砂
教
会
担
任

教
師
）

　
24
年
2
月
8
日
逝
去
、
79

歳
。
中
華
民
国
上
海
市
生
ま

れ
。
69
年
関
西
学
院
大
学
大

学
院
修
了
、
同
年
よ
り
東
梅

田
教
会
を
牧
会
し
、
関
西
学

院
大
学
に
務
め
、
高
砂
教
会

を
牧
会
。

　
遺
族
は
妻
・
手
束
美
智
子

さ
ん
。

　

桜
本
教
会
の
路
上
生
活
者
支
援
《
神
奈
川
県
》

「
与
え
る
」を
通
し
て「
受
け
る
」恵
み

教会の前で配布

　
1
9
7
8
年
9
月
4
日
、

「
札
幌
北
部
教
会
員
の
幼
稚

園
が
欲
し
い
」
と
の
祈
り
に

応
え
て
非
認
可
幼
児
園
太
平

子
ど
も
の
家
が

開
設
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
約
22

年
間
に
2
2
0

名
の
園
児
が
卒

園
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
べ
12

名
の
教
師
が
幼

児
教
育
に
携
わ

り
、
地
域
と
の

密
接
な
関
わ
り

の
中
で
、
教
会

員
の
祈
り
と
支

え
に
よ
っ
て
、
こ
の
宣
教
の

業
を
進
め
ま
し
た
。

　
1
9
9
0
年
に
は
子
ど
も

の
家
を
財
政
的
に
支
え
、
地

域
で
の
文
化
的
な
活
動
を
広

め
る
た
め
に
、
札
幌
北
部
教

会
員
、
卒
園
児
保
護
者
や
地

域
の
人
々
を
対
象
に
「
太
平

子
ど
も
の
家
後
援
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
他
教
会
員
も

入
会
し
て
く
だ
さ
り
、
道
外

か
ら
も
長
年
に
わ
た
り
献
金

を
捧
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、卒
園
児
と
保
護
者
、

　

太
平
子
ど
も
の
家 

《
北
海
道
》　

世
代
を
超
え
て
集
ま
る「
場
」と
し
て

力
感
に
苛
ま
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
そ
れ
で
も
厳

し
さ
を
増
す
状
況
を
知
ら
さ

れ
る
た
び
に
、
具
体
的
に
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
共
に
話

し
合
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
、
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
川
崎
で
路
上
生
活
者
支

援
の
活
動
を
行
う
な
か
で
、

日
々
、
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、「
奉

仕
す
る
こ
と
」「
与
え
る
」

こ
と
を
通
し
て
わ
た
し
た
ち

が
受
け
る
「
恵
み
」
の
大
き

さ
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
目
の
前

の
人
に
対
し
て
「
与
え
て
い

る
」
つ
も
り
で
い
て
も
、
実

際
に
は
、
そ
の
何
倍
も
「
与

え
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
が
、
し
ば
し
ば
起
こ
る
の

で
す
。

　
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

続
け
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
活

動
か
ら
、
最
も
多
く
の
も
の

を
「
与
え
ら
れ
」「
受
け
て

い
る
」
の
は
、
食
事
の
用
意

を
し
、
衣
服
を
並
べ
、
お
配

り
し
て
い
る
わ
た
し
た
ち
な

の
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
が
こ
の
活
動

を
通
し
て
お
配
り
し
て
い
る

の
は
、
決
し
て
「
お
弁
当
」

や
「
衣
服
」
と
い
う
、「
物
」

だ
け
で
は
、
な
い
の
で
す
。

　
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
弁

当
を
お
配
り
す
る
と
い
う
行

為
、「
出
来
事
」
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
配
食
の
列
に
並

ん
で
い
る
方
々
と
の
間
に
生

ま
れ
る
、
主
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
た
、「
出
会
い
」「
関
係

性
」
を
こ
そ
、
お
渡
し
し
た

い
と
祈
り
つ
つ
、
行
っ
て
い

る
の
で
す
。（

下
園
昌
彦
報
）

4 年ぶりにお餅つきを開催

教
師
の
中
か
ら
2
0
0
1
年

12
月
ま
で
に
16
名
が
当
教
会

で
受
洗
す
る
と
い
う
恵
み
を

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、

1
9
9
9
年
度
か
ら
少
子
化

傾
向
と
近
隣
の
認
可
幼
稚

園
・
保
育
園
の
充
実
と
が
相

ま
っ
て
、
新
入
園
児
が
激
減

し
た
た
め
、
幼
児
教
育
の
場

と
し
て
の
太
平
子
ど
も
の
家

は
2
0
0
1
年
3
月
末
を

も
っ
て
全
員
卒
園
と
し
、
働

き
に
一
区
切
り
を
つ
け
ま
し

た
。

　
2
0
0
1
年
か
ら
は
、
3

歳
未
満
児
対
象
の
親
子
参
加

の
「
こ
あ
ら
会
」（
毎
週
金

曜
日
、
1
9
9
5
年
開
始
）

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
子
育

て
中
の
親
や
子
が
自
由
に
集

い
あ
う
「
子
育
て
ホ
ッ
ト
広

場
」（
毎
週
火
曜
日
）
の
2

つ
を
柱
と
し
て
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
当
初
「
こ
あ
ら

会
」
は
入
会
待
ち
も
出
た
ほ

ど
で
し
た
が
、
さ
ら
に
進
ん

だ
少
子
化
傾
向
と
公
共
や
幼

稚
園
な
ど
の
親
子
サ
ー
ク
ル

の
増
加
に
伴
い
、
次
第
に
利

用
者
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
現
在
、「
こ

あ
ら
会
」
に
は
市
内
の
様
々

な
地
域
か
ら
親
子
7
組
が

通
っ
て
い
ま
す
。

　「
今
後
、
ど
の
よ
う
に
活

動
し
て
い
く
の
か
」、「
担
い

手
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
」

な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
参
加
者
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
2
0
2
3
年
9
月
か

ら
月
1
回
「
土
曜
ほ
っ
と
広

場
」
を
始
め
ま
し
た
。
現
役

の
対
象
児
の
ほ
か
卒
園
児
親

子
が
多
い
時
で
は
16
組
集
ま

り
、
幅
広
い
年
代
の
親
子
の

よ
き
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
働
き
は
ニ
ー
ズ

が
あ
る
限
り
、
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
会
の
強
み
の
一
つ
は
、

世
代
を
超
え
て
集
ま
る
こ
と

の
で
き
る
「
場
」
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
願
わ
く
ば
、
す
べ
て

の
教
会
が
、
平
日
も
地
域
の

た
め
に
人
々
が
集
ま
る「
場
」

と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。

　
い
た
だ
い
た
福
祉
施
設
援

助
金
は
子
ど
も
の
家
の
活
動

に
感
謝
し
て
用
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
小
西
陽
祐
報
）

宣教研究所より一時閲覧停止のお知らせ

　3月上旬より約3 ヶ月間、日本キリスト
教会館33号室の改装工事を行う関係上、宣
教研究所の資料閲覧をその間停止させてい
ただきますのでご了承ください。
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神
学
校
時
代
、
夏
期
伝
道
で
派
遣

さ
れ
た
の
は
能
登
。「
能
登
は
優
し

や
土
ま
で
も
」
と
言
わ
れ
る
あ
の
土

地
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
新
婚
旅
行
も
能

登
。
夏
期
伝
道
で
の
あ
る
夜
、
七

尾
教
会
の
釜
土
達
雄
牧
師
が
「
藤
盛

君
、闇
を
見
た
こ
と
あ
る
か
？
」
と
、

私
を
車
に
乗
せ
て
連
れ
出
し
た
。
夜

の
山
中
で
車
は
停
め
ら
れ
た
。「
外

に
出
て
み
な
」。
私
が
外
に
出
る
と
、

釜
土
牧
師
は
車
の
ラ
イ
ト
を
消
し

た
。「
何
か
見
え
る
か
？
」「
い
え
、

何
も
見
え
ま
せ
ん
」。
自
分
の
手
さ

え
見
え
な
い
漆
黒
の
闇
を
初
め
て
経

験
し
た
。「
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
み
な
」

「
い
や
、無
理
で
す
」。
暗
闇
の
山
道
。

道
の
端
は
崖
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
。
動

く
こ
と
も
で
き
な
い
私
に
向
か
っ
て

釜
土
牧
師
の
声
。「
藤
盛
、
上
を
見

て
み
ろ
、
上
」。

　
真
っ
暗
闇
だ
と
思
っ
て
い
た
そ
の

場
所
は
、
真
上
に
は
見
事
な
天
の
川

が
架
か
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
「
ミ
ル

キ
ー
ウ
ェ
イ
」
か
。
闇
の
キ
ャ
ン
バ

ス
に
星
々
が
こ
ぼ
さ
れ
た
よ
う
に
煌

め
く
。
闇
ど
こ
ろ
か
、
光
が
満
ち
て

い
る
。
も
う
一
度
、
自
分
の
手
を
見

て
み
る
と
、
ぼ
ん
や
り
と
見
え
て
い

る
。
目
が
慣
れ
て
く
る
と
少
し
ず
つ

周
囲
の
木
々
も
見
え
て
き
た
。
実
は

全
く
の
闇
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　「
わ
た
し
は
言
う
。『
闇
の
中
で
も

主
は
わ
た
し
を
見
て
お
ら
れ
る
。
夜

も
光
が
わ
た
し
を
照
ら
し
出
す
』」

（
詩
編
1
3
9
・
11
）。

　
私
た
ち
の
神
は
、「
存
在
し
て
い

な
い
も
の
を
呼
び
出
し
て
存
在
さ
せ

る
神
」。「
闇
か
ら
光
」「
失
望
か
ら

希
望
」「
死
か
ら
命
」
へ
と
呼
び
出

し
て
く
だ
さ
る
神
だ
。

（
教
団
総
会
副
議
長
　
藤
盛
勇
紀
）

闇
の
中
の
光

闇
の
中
の
光

　
カ
ト
リ
ッ
ク
の
父
と
、
キ
リ
ス

ト
教
保
育
に
関
心
が
あ
っ
た
母
の

間
に
生
ま
れ
た
中
本
祐
子
さ
ん
。

原
宿
教
会
の
幼
稚
園
に
通
い
、
中

学
で
は
女
子
学
院
で
学
ん
だ
。

　
父
の
ワ
シ
ン
ト
ン
赴
任
に
よ

り
、
高
校
1
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
で

生
活
。
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
が
息

づ
く
社
会
で
多
感
な
時
期
を
過
ご

し
た
。
英
語
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
語

も
履
修
。
語
学
に
関
心
を
示
し
た

中
本
さ
ん
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
先

生
は
、
昼
休
み
に
ラ
テ
ン
語
の
指

導
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の
恩
師
の

勧
め
で
、
ア
メ
リ
カ
で
カ
ト
リ
ッ

ク
系
の
大
学
を
受
験
、
1
年
通
っ

た
後
、
国
際
基
督
教
大
学
に
編
入

し
た
。

　
卒
業
後
、
製
鉄
会
社
に
就
職
、

25
歳
の
頃
に
社
内
の
バ
ン
ド
仲
間

で
あ
っ
た
夫
と
結
婚
。
夫
が
室
蘭

に
転
勤
す
る
の
を
機
に
退
職
、
語

学
力
を
生
か
し
て
国
際
交
流
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
だ
。

　
中
本
さ
ん
が
洗
礼
を
受
け
た
の

は
、
5
回
目
の
転
勤
先
で
あ
っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
い
た
頃
だ
っ

た
。
友
人
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
合

唱
団
の
指
導
者
が
キ
リ
ス
ト
者

で
、
家
庭
で
の
礼
拝
に
招
い
て
く

れ
た
。
こ
の
友
人
か
ら
受
洗
を
勧

め
ら
れ
た
時
、
主
の
招
き
を
受
け

止
め
た
。「
神
さ
ま
が
い
つ
も
呼

び
か
け
、
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　
帰
国
後
は
名
古
屋
教
会
を
経

て
境
南
教
会
に
通
い
、
4
人
娘

の
子
育
て
が
ほ
ぼ
一
段
落
し
た

2
0
1
2
年
か
ら
西
東
京
教
区
事

務
所
の
職
員
と
し
て
社
会
保
険
の

仕
事
を
担
当
、
2
0
1
7
年
か
ら

は
N
C
C
で
財
務
を
担
当
し
て
い

る
。
負
担
金
や
献
金
の
減
少
等
、

課
題
も
多
い
中
で
、
慣
れ
な
い
財

務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
も
主
の

導
き
を
受
け
止
め
る
。何
事
も「
自

分
で
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
た

ら
後
は
お
委
ね
し
よ
う
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
れ
て
、
受
洗
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
中
学
生
の
時
に
知
っ
た
讃
美
歌

第
二
編
26
番「
ち
い
さ
な
か
ご
に
」

が
好
き
だ
。「
愛
の
わ
ざ
は
小
さ

く
て
も
／
神
の
御
手
が
働
い
て
／

悩
み
の
多
い
世
の
人
を
／
明
る
く

清
く
す
る
で
し
ょ
う
」。

神の御手に委ねて

境南教会員

中本　祐
ひろ

子
こ

さん

　
1
9
7
4
年
、
秋
田
市
土
崎
の

地
に
お
け
る
信
仰
の
先
達
た
ち
（
故 

土
合
竹
次
郎
牧
師
を
中
心
と
し
て
）

の
開
拓
伝
道
に
よ
っ
て
土
崎
伝
道
所

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
20
年

後
の
1
9
9
4
年
、土
崎
伝
道
所
は
、

秋
田
飯
島
教
会
（
第
二
種
教
会
）
へ

一
歩
進
み
ま
し
た
。
秋
田
飯
島
教
会

は
、
今
年
で
教
会
創
立
50
周
年
を
迎

え
、
秋
田
の
地
で
「
伝
道
す
る
」

と
い
う
先
達
た
ち
の
思
い
を
引
き
継

い
で
い
ま
す
。
現
在
、
現
住
陪
餐
会

員
は
4
名
と
い
う
小
さ
な
群
れ
で
す

が
、
毎
週
午
後
か
ら
の
礼
拝
を
守
っ

て
い
ま
す
。

 

　
私
は
、
2
0
2
2

年
度
か
ら
代
務
の

働
き
を
担
っ
て
い
ま

す
。
秋
田
飯
島
教
会

は
10
年
以
上
代
務
体

制
が
続
い
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
代
務
を

依
頼
さ
れ
る
際
に
、

同
時
に
役
員
会
よ
り

依
頼
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
今
後
の
秋
田

飯
島
教
会
の
在
り
方

を
祈
り
、
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
の

こ
と
で
し
た
。
具

体
的
に
は
、
①
限
ら

れ
た
条
件
の
中
で
、

牧
師
を
迎
え
る
方
策

を
探
る
こ
と
、
②

牧
師
を
迎
え
る
方
策
を
探
り
つ
つ
、

同
時
に
兼
牧
や
合
併
に
つ
い
て
考
え

る
、
と
い
う
こ
と
で
私
は
代
務
の
働

き
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
度
の
主
題
聖
句
は
、

フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
4
章
4

節
～
7
節
で
し
た
。
主
な
る
神
様

に
よ
っ
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
道
が

指
し
示
さ
れ
る
よ
う
祈
り
つ
つ
歩
み

ま
し
た
。
教
会
財
政
的
に
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
思
い
煩
う

の
で
は
な
く
、
主
イ
エ
ス
に
救
わ
れ

た
者
と
し
て
、
い
つ
も
喜
び
続
け
る

礼
拝
者
で
あ
り
た
い
、
と
。
礼
拝
者

と
し
て
主
に
在
る
喜
び
に
生
き
、
主

に
祈
り
つ
つ
歩
む
時
、
「
人
知
を
越

え
る
神
の
平
和
」
（
フ
ィ
リ
ピ
4
・

7
）
が
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
信

じ
て
2
0
2
2
年
度
を
歩
み
ま
し

た
。
2
0
2
2
年
5
月
の
礼
拝
後
に

教
会
懇
談
会
を
行
い
、
「
今
後
の
秋

田
飯
島
教
会
に
つ
い
て
」
の
話
し

合
い
の
場
を
持
ち
ま
し
た
。
協
議
の

結
果
、
で
き
る
な
ら
ば
新
し
い
牧
師

を
お
招
き
し
た
い
、
こ
の
地
で
伝
道

を
継
続
し
て
い
き
た
い
、
と
皆
の
意

見
が
一
致
し
た
た
め
、期
間
を
定
め
、

そ
の
よ
う
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
牧
師
を
お
招
き

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
の

次
の
段
階
と
し
て
兼
務
体
制
に
切
り

替
え
て
い
く
こ
と
等
も
話
し
合
い
ま

し
た
。

　
2
0
2
3
年
度
も
代
務
体
制
が

続
き
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の

手
紙
12
章
12
節
を
主
題
聖
句
と
し

て
、
教
会
の
現
状
に
落
胆
す
る
こ

と
な
く
、
希
望
を
も
っ
て
皆
で
祈
り

つ
つ
歩
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
祈
り
に
主
が
応
え
て
く
だ
さ
り
、

2
0
2
4
年
度
の
着
任
に
向
け
、
新

し
い
候
補
の
牧
師
と
祈
り
の
中
で
話

し
合
い
が
進
ん
で
い
ま
す
。改
め
て
、

牧
師
招
聘
は
最
後
の
最
後
ま
で
分
か

ら
な
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
間
の
思
惑
に
よ
っ
て
招
聘
は
決
ま

ら
な
い
。
主
に
よ
っ
て
備
え
ら
れ
た

も
の
な
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
代
務
の
働
き
を
2
年
で
終

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
地

に
教
会
が
立
っ
て
い
る
意
味
の
大
き

さ
を
礼
拝
毎
に
感
じ
て
い
ま
す
。
現

住
陪
餐
会
員
の
他
に
も
、
近
隣
に
お

住
ま
い
の
求
道
者
の
方
々
が
礼
拝
に

招
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の

教
会
の
兄
弟
姉
妹
が
午
後
か
ら
の
秋

田
飯
島
教
会
の
礼
拝
に
出
席
し
、
主

に
在
る
交
わ
り
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
主
な
る
神
様
が
秋
田
飯
島
教
会

を
伝
道
の
業
の
た
め
に
用
い
続
け
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

秋田飯島教会近況報告
秋田楢山教会牧師、秋田飯島教会代務者　村尾　政治

上、クリスマス礼拝にて
下、会堂外観

伝道推進室より応援した教会・伝道所

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま
っ
た

2
0
2
0
年
春
か
ら
4
度
目

の
山
谷
越
年
闘
争
は
年
末
年

始
12
月
29
日
昼
～
1
月
4
日

早
朝
の
1
週
間
、
例
年
通
り

城
北
労
働
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
の
路
上
を
拠
点
に
、
連
日

朝
と
夕
方
の
炊
き
出
し
と
衣

類
分
配
等
を
行
い
な
が
ら
、

日
雇
い
・
野
宿
の
仲
間
が
力

を
合
わ
せ
て
や
り
切
っ
た
。

昨
年
5
月
、
全
国
的
に
感
染

が
下
火
に
な
っ
た
と
し
て
感

染
法
上
5
類
に
格
下
げ
さ
れ

て
も
、
山
谷
地
域
に
暮
ら
す

貧
し
い
人
々
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
ま
で
無
料
で
受
け
ら
れ

た
診
療
や
検
査
費
用
の
自
己

負
担
化
、
陽
性
の
場
合
の
隔

離
・
療
養
施
設
の
廃
止
な
ど

に
よ
り
、
気
軽
に
医
療
機
関

に
か
か
れ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
命

に
関
わ
る
問
題
だ
。

　
今
年
の
越
年
闘
争
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
1
つ
が
「
外
国

人
労
働
者
と
の
連
帯
」。
建

築
現
場
で
働
く
労
働
者
の
多

く
を
占
め
る
外
国
人
技
能
実

習
生
は
、
不
当
に
安
い
賃
金

で
厳
し
い
労
働
を
強
い
ら

れ
、
日
本
人
の
親
方
や
同
僚

の
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
実
情
を
知
り
、
同
じ

現
場
で
働
く
者
同
士
、
連
帯

し
て
い
く
た
め
に
、
越
年
期

間
中
の
12
月
31
日
、「
移
住

者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
代
表
の
鳥
井
一
平

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
学
習

会
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
1
月

1
日
の
セ
ン
タ
ー
前
餅
つ
き

に
続
い
て
2
日
、
上
野
公
園

は
科
学
博
物
館
前
広
場
に
4

年
ぶ
り
に
登
場
し
て
餅
つ
き

を
復
活
さ
せ
た
。
公
園
内
お

よ
び
周
辺
で
野
宿
し
て
い
る

仲
間
た
ち
、
通
り
が
か
り
の

外
国
人
家
族
、
鳥
井
さ
ん
ら

全
統
一
労
働
組
合
の
支
援
で

在
留
資
格
を
獲
得
し
た
陽
気

な
ガ
ー
ナ
人
親
娘
な
ど
が
か

わ
る
が
わ
る
杵
を
振
り
上
げ

て
餅
つ
き
に
加
わ
り
、
つ
き

た
て
の
餅
に
舌
鼓
を
う
つ
と

い
う
、
楽
し
い
時
間
を
共
有

す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　
越
年
明
け
の
1
月
4
日
に

は
み
ん
な
で
セ
ン
タ
ー
に
押

し
か
け
、
仕
事
の
紹
介
や
宿

泊
、
医
療
相
談
等
に
必
要
な

「
利
用
者
カ
ー
ド
」
を
極
端

に
出
し
渋
り
、
あ
か
ら
さ
ま

に
野
宿
者
排
除
を
行
う
担
当

係
長
を
前
に
「
誰
に
で
も
利

用
者
カ
ー
ド
を
出
し
、
山
谷

対
策
の
役
割
を
果
た
せ
」
と

要
求
し
た
。

　
こ
の
越
年
闘
争
を
バ
ネ

に
、
今
年
も
日
雇
い
・
野
宿

の
仲
間
が
共
に
生
き
抜
く
闘

い
が
続
く
。（

松
井
悠
子
報
）

外国人労働者との連帯を求めて

寄せ場からの声

《山谷越年越冬闘争》

教 団 新 報 （4）　2024 年 3月 9日第 5015 増刊号　　　　　（第三種郵便物認可）


